
一 一

能
代
高
校
東
京
同
窓
会

平
成
四
年
度
会
費
納
入
者
名
簿
Ａ
敬
称
略
Ｖ

　
平
成
五
年
三
月
一
日
垠
在
年
会
費
一
二
千
円

　
　
　
　
　
　
　
②
は
２
年
、
③
は
３
年
分
振
込

旧
制
一
期
腰
山
巳
代
治
藤
田
成
孝

　
二
期
並
木
康
三
淡
路
千
代
治

　
三
期
板
倉
創
造

　
四
期
栗
生
沢
寅
近
藤
三
郎
後
藤
呉
二
窓
辺

　
　
　
重
雄
高
田
忠
夫
藤
田
成
宜
三
浦
左
武

　
　
　
郎
武
藤
裕
宜

七
斯

八
期

九
期

　
十
斯

十
一
期

十
二
期

士
二
斯

高
橋
富
男

高
原
英
夫
武
術
尚
價
②

草
皆
英
二
郎
塩
谷
信
三

中
田
友
世

淡
路
輝
一

安
濃
五
平

泉
勇
』

四
郎
平

勝
本
金
一

井
哲
彦

東
海
林
俊
郎
②

高
橋
正
太
郎

　
久
男
塚
本
淳
逸
奈
良
善

　
修
宮
地
昭
②

工
藤
又
一
郎
千
葉
胤
阿
安

泉今

十
四
期
石
山
栄
一
　
小
林
武
②
佐
課
繁
一
二
郎

　
　
　
鈴
木
鉱
三
郎
高
橋
隆
雄
宮
原
尽
況
村

　
　
　
木
良
二

十
五
期
佐
々
木
満
佐
々
木
盃
瓦
鈴
杢
吾
雄
村

　
　
　
田
守
森
田
良
二

土
ハ
斯
伊
勢
陸
沈
熊
谷
洋
三
近
藤
誠
中
鳴

　
　
　
信
雄

十
七
期
岩
森
条
助
梅
田
恭
一
二
川
村
幸
信
　
工
藤

　
　
　
典
夫
仙
台
忠
正
高
橋
義
ゴ
ー
茂
呂
定
宏

十
八
期
愛
翫
統
治
伊
藤
利
兵
衛
潮
田
巌
塩

　
　
　
谷
昭
二
郎
森
田
繁
雄

十
九
回
伊
藤
忠
夫
加
藤
武
日
下
部
単
夭
小

　
　
　
林
肇
佐
諌
達
郎
千
葉
孝
夫
古
内

　
　
　
保
八
木
立
話
郎
吉
方
盛
恭

二
十
則
雄
不
逸
郎
東
海
抹
鮫
高
畠
隆
田
中

　
　
　
巌
大
和
好

新
制
一
期
五
十
嵐
嘉
久
弾
大
塚
哲
郎
金
子
隆
太

　
　
　
邦
鈴
木
良
夫

　
二
期
荒
川
浩
二
小
野
喬
金
谷
兼
雄
②
金
谷

　
　
　
芳
郎
佐
建
具
一
塩
谷
隆
二
　
前
日
常
万
邦

　
三
期
２
諌
康
孝
梅
田
卓
美
江
坂
昭
夫
柏
木

　
　
　
祐
一
　
北
川
京
二
信
太
吉
右
工
門
谷
藤

　
　
　
義
郎
八
杉
和
夫
山
田
隆
理
　
山
谷
正
勝

　
　
　
渡
部
巽
渡
辺
和
広

　
四
期
石
戸
恵
五
郎
草
階
郷
甫
小
林
狗
明
②

　
　
　
田
畑
久
雄
塚
本
一
也
②
塚
杢
呈
心
土

　
　
　
葬
特
有
村
井
克
自
安
井
浩
一
　
吉
田
博

　
五
則
相
沢
裕
雄
秋
元
孝
治
②
伊
藤
和
夫
大

　
　
　
倉
太
劾
設
楽
義
雄
漬
ボ
艮
二
成
田
憲

　
　
　
司
芳
賀
徹
②
三
田
登
宮
腰
孝
一

　
　
　
八
杉
弘
行

　
六
期
金
丸
正
金
子
謄
悟
木
村
信
逸
小
山

　
　
　
黎
子
佐
藤
正
名
塚
本
昭
次
郎
畑
江
道

　
　
　
弘
山
谷
金
治
②

　
七
期
宇
潮
徳
昼
②
岡
郁
恵
栗
原
俊
一
　
佐

　
　
　
々
木
胤
麿
高
田
嘉
子
那
須
秋
男
納
谷

　
　
　
六
部
平
川
凹
一
郎

　
八
期
池
丙
広
之
拓
蒼
宿
禰
今
立
甲
矢
雄
京

　
　
　
敬
一
　
北
村
祐
一
二
近
藤
勇
夫
斉
藤
史
郎

　
　
　
佐
々
杢
局
博
佐
諌
五
郎
嶋
田
拓
爾
杉

　
　
　
崎
孝
雄
須
藤
正
畠
山
原
孝
馬
場
ノ

　
　
　
リ
原
田
幸
朗
平
川
国
一
　
堀
良
三

　
　
　
野
呂
幸
朗
本
庄
敬
雄
松
橋
重
美
宮
腰

　
　
　
英
憚
八
柳
昭
義

　
九
期
石
岡
忠
治
梅
田
政
男
金
沢
稔
栗
原

　
　
　
優
子
斉
藤
秀
夫
佐
々
木
隆
佐
藤
斎

　
　
　
七
戸
節
雄
日
中
部
三
田
中
総
利
②
檜

　
　
　
森
寛
平
川
文
雄
②

　
上
期
穴
山
勝
良
石
川
輔
宏
雄
屁
豊
彦
塩
谷

　
　
　
惇
柴
田
武
柴
田
睦
東
海
林
那
三

十
一
期

須
田
正
巳
長
野
谷
青
史
②
古
内
仰
松

野
粛
三
浦
翌
’
輝
水
木
初
彦
宮
腰
達
朗

赤
塚
鉄
男
石
川
正
賦
太
田
勝
治
大
高

卓
天
糟
谷
愛
丿
島
田
雄
右
②
塚
本

匈
｝
氷
②
畠
辰
宏
宮
腰
瑞
天

十
二
期
小
島
セ
イ
千
田
浩
一
　
乖
同
英
紀
②
野

　
　
　
　
中
啓
右

士
二
期
大
倉
報
三
神
尾
昌
借
切
小
林
武
廣
庄

　
　
　
　
司
政
義
城
野
攻
一
　
須
藤
靖
夫
高
松
和

　
　
　
　
夫
三
浦
水
天

十
四
期

十
五
期

十
六
期

十
七
期

十
八
期

ナ
几
期

磯
郡
博
高
田
政
勝
佐
諒
博
山
旧

孝
行
大
和
東
悦

越
後
谷
達
雄
小
林
勝
彦
桜
田
真
人
②

戸
松
勇
一
　
播
暦
谷
謙
栽
船
山
稔
堀

内
忠
人
矢
木
信
章

岸
部
達
行
小
松
世
和
斉
肺
影
惜
丿
平

沢
正
典
平
沢
徳
子

小
山
内
与
徊
立
ハ
衛
②
佐
々
木
正
男
②
平

原
正
知
②
本
庄
瑞
彦
横
田
真
理
子

男
鹿
谷
浩
市
②
小
林
公
雄
田
村
規
清
②

浅
野
譲
今
野
廣
隆
大
倉
久
史
加
茂

谷
純
一
　
小
林
雅
夫
笹
村
八
州
武
田

正
若
狭
秀
己

二
十
期
青
桐
恒
夫
川
村
忠
義
坂
田
二
郎
佐
々

　
　
　
　
木
屋
二
柴
田
真
理
子
②
袴
田
忠
夫
袴

　
　
　
　
田
政
贋
畑
沢
鉄
一
二
松
村
ひ
と
み
②

二
ー
期
大
高
正
典
大
塚
進
金
野
唆
明
菅
原

　
　
　
渉
関
隆
男
直
嶋
博
昭

二
二
期
加
賀
谷
咆
秘
’
熊
鐸
朝
子
一
二
戸
和
幸
智

　
　
　
田
農
松
岡
亨

二
三
期

二
五
期

二
六
期

三
十
期

一
二
ー
期

　
以
上
、

小
河
範
也

小
林
］

石
川
幹
・

斎
藤
昌

哉夫彰

紗
不
裕
美
子

二
百
七
〇
名

高
畑
仁

佐
薄
原
宏
一
昌
男
双
子

佐
保
田
朋
子

合
計

八
九
九
、

○
○
○
円
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町
の
活
動
成
果
を
一
堂
に

藤
里
町
（
旧
藤
琴
村
、
粕
毛
村
を
合
体
）

　
十
一
月
七
、
八
の
両
日
、
町
民
祭
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
広
域
体
育
館
や
開
発
セ

ン
タ
ー
、
偕
楽
荘
な
ど
を
会
場
に
、
町
の
扉
豚
業
・
商

工
業
・
芸
術
文
化
な
ど
、
町
民
の
今
年
の
活
助
既
果
が

披
露
さ
れ
た
，

　
広
域
体
育
館
で
は
、
農
産
物
や
特
産
品
、
一
般
商
品

「
虹
の
い
え
」
の
生
産
物
な
ど
の
展
示
即
売
、
白
神
山

地
ワ
イ
ン
の
試
飲
会
な
ど
の
ほ
か
、
今
年
は
高
齢
者
デ

ィ
サ
Ｆ
ビ
ス
利
用
者
の
作
品
展
示
販
売
や
古
本
市
も
聞

か
れ
た
。
ま
た
、
農
協
婦
入
部
が
「
だ
ま
っ
こ
も
ち
」

作
り
競
争
を
行
い
、
訪
れ
た
人
に
振
る
舞
っ
て
い
た
。

　
開
発
セ
ン
タ
ー
や
借
楽
荘
で
は
、
各
種
文
芸
作
品
の

展
示
や
芸
能
刄
流
会
の
ほ
か
、
羊
毛
つ
む
ぎ
の
実
演
や

町
民
有
志
の
「
ぷ
ら
す
の
会
」
に
よ
る
家
庭
郭
司
か
ら

の
石
鹸
作
り
宙
蕩
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

観
光
の
中
心
「
ハ
タ
ハ
タ
館
」
の
建
設

八
森
町
（
旧
八
森
町
、
岩
館
村
を
合
体
）

　
八
森
・
岩
館
海
岸
は
、
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、

夏
の
海
水
浴
時
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ブ
ナ
原
生
林
の
白
神
山
地
一
二
十
釜
の
清
流
な
ど

の
山
や
河
川
の
す
ば
ら
し
さ
も
町
の
観
光
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
こ
の
景
観
を
基
本
に
し
た
観
光
の
中
心
が
ハ

タ
ハ
タ
の
罪
作
り
。
そ
の
核
と
な
る
施
設
が
御
所
の
台

に
建
設
中
の
「
ハ
タ
ハ
タ
館
」
で
、
今
年
十
月
末
の
完

成
を
め
ざ
し
、
着
々
竣
工
串
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
三
階
建
て
で
敷
地
面
積

二
千
二
百
七
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
。
駐
車
場
は
二
百
台

を
収
容
し
、
団
体
客
用
の
大
型
バ
ス
も
十
分
受
け
入
れ

ら
れ
る
。
近
隣
に
は
、
海
水
浴
場
や
町
営
野
球
場
、
山

村
広
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、
観
光
客
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
階
は
初
め
て
ハ
森
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
、
ま
ず
八

森
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ホ
ー
ル
で
、
訪
れ
た
人
た
ち

が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
。

　
町
の
鼻
邨
水
産
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
及
び
海
・
山
・

施
設
な
ど
の
観
光
地
を
映
像
で
紹
介
す
る
シ
ア
タ
ー
も

設
け
ら
れ
る
。
ト
イ
レ
も
完
備
。
ド
ラ
イ
ブ
の
乖
中
に

寄
っ
て
い
た
だ
く
も
よ
い
。

　
二
階
に
は
休
憩
室
な
ど
の
広
間
が
用
意
。
百
二
十
畳

の
大
広
間
は
、
お
祝
い
事
の
会
場
と
し
て
、
ま
た
宴
会

場
と
し
て
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
。

　
三
階
は
温
泉
を
利
用
し
た
浴
場
。
男
湯
、
女
湯
そ
れ

ぞ
れ
に
一
般
浴
場
は
も
ち
ろ
ん
、
２
種
類
の
超
音
波
風

呂
（
泡
風
呂
・
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂
）
、
低
温
・
高
温
サ
ウ

ナ
、
う
た
せ
湯
、
そ
し
て
厘
外
に
は
海
岸
を
一
望
で
き

る
自
慢
の
露
天
風
呂
が
で
き
る
。
洗
い
場
も
ゆ
っ
た
り

し
た
広
さ
に
な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の

あ
と
の
疲
れ
も
、
こ
れ
で
す
っ
き
り
と
れ
る
こ
と
間
違

い
な
い
。

た
っ
た
一
人
で
観
客
四
百
五
十
名
を
魅
了

　
浅
利
香
淳
代
の
一
人
芝
居
『
影
法
師
』

琴
丘
町
（
旧
屍
頷
町
、
上
岩
川
村
を
合
体
）

　
一
月
士
八
日
、
琴
丘
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
琴

丘
観
光
開
発
公
社
の
共
催
で
、
農
業
暖
地
セ
ン
タ
ー
で

浅
利
番
津
代
さ
ん
の
一
人
芝
居
『
影
法
師
』
が
上
演
さ

れ
た
。

　
午
後
五
時
三
ナ
労
開
場
予
定
の
会
場
に
、
四
時
一
閲
か

ら
観
客
が
詰
め
か
け
、
開
演
の
六
時
に
は
、
能
代
市
や

大
潟
村
な
ど
町
内
外
か
ら
四
百
五
十
名
を
超
え
る
観
客

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
舞
台
は
、
髪
括
い
の
お
し
の
が
、
死
ん
だ
亭
主
の
仏

壇
を
相
手
に
一
杯
や
り
な
が
ら
、
出
会
い
か
ら
大
姉
に

な
り
死
別
す
る
ま
で
を
、
軽
妙
な
ユ
ー
モ
ア
と
し
み
じ

み
と
し
た
情
緒
を
ま
じ
え
な
が
ら
語
る
。

　
お
し
の
に
苔
愚
し
、
幾
度
と
な
く
会
場
全
体
が
笑
い

の
渦
に
引
き
込
ま
れ
た
が
、
「
二
つ
の
影
法
師
も
絵
に

な
る
が
ご
二
つ
の
影
法
師
に
は
温
も
り
が
あ
る
。
三
つ

の
影
法
師
が
夢
だ
っ
た
が
、
今
は
ー
つ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
語
り
に
、
会
場
は
静
ま
り
目
頭
を
押
さ

え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
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